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平成 22年 度感染症報告事例の ま とめ (前 回報告分 以降 )に ついて

B型 肝 炎報告事例
)輸 血前後に感染症検査 でHBs抗 原 (又 は HBV― DNA)等 が陽転 した事例 は 6例 (輸 血後 NATで 陰性 又は輸血前

後で陽性は 0例 )。

)血 液製剤 を提供 した献血者の保管検体の個別 NAT陽 性の事例は 2例 。
)輸 血後 に死亡 (原 疾患又は他の原因による死亡 を除 く)し た との報告 を受 けた事例 は 0例 (劇 症化例含

む。)で ある。

C型 肝 炎報告事例
)輸血前後に抗体検査 (又 は HCV― RNA)等 が陽転 した事例 は 3例 (輸 血後NATで 陰性又は輸血前後で陽性は 1

例 )。

)使用 した血液製剤 を提供 した献血者の保管検体の個別 NA丁 陽性事例 は 0例 。
)輸血後 に死亡 (原 疾患又は他の原因による死亡 を除 く)し た との報告 を受けた事例は 0例 。
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平成 22年 8月 11日 開催

薬事・食品衛生審議会

運 営 委 員 会 提 出資 料

別紙

日本赤十字社

試行的 HEV20プール NAT実施状況について

(輸血後 HEV感染の予防対策)

1. 試行的 HEV20プール NAT実施状況

北海道赤十字血液センター管内

調査期間 :平成 17年 1月 1日 ～平成 22年 6月 30日

献血者数  HEV― RNA陽性 陽性率

H17 1^シH18.2*l 341,174 1//7,582

H18.3-H22 6*2   1,171,072 134 1ノ/8,739

合 計 1,512,246 179 l,/8, 448

*1北海道センターにてNAT実施 (ALT高値、検査不合格検体も含む)

*2血漿分画センターにてNAT実施 (ALT高 値、検査不合格検体は除く)

HEV― RNA陽性献血者の内訳

別添
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採血 日 年 齢 性 別 鰤
∽

HEV抗体 Ⅳ
ＮＡ 製̈

粕
喫食歴調査 湖及対象

供給製剤 受血者1青報

'シ

レバー、ウシ綺肉 十分加熱

ウシレバ

「

、プタホルモン、ヒツジ精肉 半 生 無

無
ウマ精肉、不明レバー
ウシ綺肉 ヒッラ結肉

有

'シ

レバー、ウシホルモン ←分加熱

下明レバ

無 コ答なし

F明レバー ヒッジ緒肉 十分加熱 輸血後80日 現在、HEVマーカーの陽転は見ら

無 コ答なし

ンシ精肉 ウシホルモン プタ続肉 十 分加 熱

有
ン
シ

半生

不明無 F明

無

'シ
締肉 十分 加 熱

7'9鎌ス:多多絆矢
~｀ プタガッ、ヒッジ精肉

ツジ精肉 十分 力o熱

半 生

無 ヨ答なし

ヨ答なし

'シ

プタ(精 肉、レバー、ホルモン)、 ヒツジ綺肉 十分加熱 無

ヨ答なし

シ// ツジ精肉

十分加熱

タレバー、ウシ精肉、プタ結肉、ヒッジt.・ 肉 十分力0熱

ウシ精肉、ウシホルモン 無

回答なし

タレバー

十分加 熱

コ答なし

国答なし

ンシ精肉、プタ綺肉、プタホルモン、プタレパー 十分カロ熱 無

採血日 年 齢 性 別
(IU/0

ＨＥ

ＲＮ 謝̈
粕

喫食歴調査 遡及対象
供給製剤 受血者1青 報

～
の種類

プタホルモン、ウシ精肉、プタ結肉、ヒツジ精肉 十分 710熱

喫食歴なし 無

ブタ精肉、セッジ綺肉 十分加熱

不明

,シ精肉、ブタ補肉 十分 加 熱

回答 なし

ブ

'精
肉 十分 jl● 熱

'シ
精肉 十分加熱

'シ
精肉、ウシホルモン 十分加熱

'シ

レバー

ブタレ′ヽ一、プタホルモン 1生

/イ
´

不明レバー 卜分加熱

ウシホルモン、●ツジホルモ 十分 加 熱
無

=ッ
ジ精肉、プタホルモ: 十分加熱

Ｎ“ ′夕生ハム (自 家製 ) 半生

ジ精肉、プタホルモン 十分加熱 無

/イ
/

'シ

精肉、ヒツジ精肉

'夕
稀 肉 十分加 熱

′夕精肉 十分加熱 無

シ// 喫食歴なし

十分加熱不明レ′ヽ一、プタホルモン

ブタ精肉、プタホルモン、プタレ′`一 十分力Q熱

ブタ綺肉               ~~

'シ

練肉、ヒツジ帯肉

ニツジ精肉
十分加熱

2∞ 7/03/26 ニツジ精肉 十分加熱

契食歴なし

//イ ンシ精肉、プタ精肉、ウシホルモン、プタホルモン

ブタホルモン 十分加熱

プタレバー、プタ精肉 十分加熱 無

実食歴なし 無



採血 日 年 齢 性 別 ＡＬＴ∽
HEV抗体

旧
咄

問診
該当
※ 1

喫食歴調査 象
嗣

対
製

及
給

遡
供 受血者情報

プタ精肉 十分加熱

//イ シシ精肉、プタ精肉、ヒツジ精肉 十 分 加 熱

不明

′タホルモン、プタレバー 十分力0熱 無

無

″ 一`、ホルモン

ド明 無

卜明 無

F明

不 明

ンシ精肉、プタ精肉 十分カロ熱 無

′タレ′`一、プタホルモン 十分加熱

卜明 魚

アタホルモン 十分加熱 無

卜明レバー

卜明 無

R食歴なし 無

夕精 肉 、ウシ精 肉 十分加熱

//f プタ精肉 十 分加 熱

下期 レバ ー 十分加熱 無

明

ブタ精肉、プタホルモン 半 生 無

下明

タホルモン 十分加熱 無

無

夕精肉 十分 加 熱

半生シ、プタ、ヒツジ精肉 無

,シ、プタ、ヒツジ精肉 半生

採血 日 年 齢 性潟1
(10/0

HEV抗体 彫
網
約

喫食歴調査 遡及対象
供給製剤

受血者情報
肉の種類

不 萌

'シ
精肉、プタ精肉 十分力0熱

不明

不 明 無

不 明

不 明 無

不 明

シ// ブタ、ヒツジ精肉 十分カロ熱

不 明 無

´́
´

不 明

,シレ′ヽ一、プタレ′`一

ブタ精肉、プタレバー 十分加 熱

不 明

不 明

,シ 、プタ、ヒツジ精肉

ウマ精肉 無

シ// 不明レバー 生

不明 無

/イ
/

'シ

ホルモン、プタ精肉 半生

不 明 無

プタレ′ヽ一 十分加熱

,シ 、プタ、ヒツジ精肉 十分加 熱

ウシ ブタ(脩 肉、レ′`一、ホルモン) 十分加 熱

ン
// 不 明 無

十分加 熱

シ// ブタレ′`一 不 明

'シ

、プタ精肉 半生

ブタレ′`一、ホルモン 十分加熱

,シ レバー 生

半

不明ホルモン 不明 無
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事 務 連 絡

平成 22年 7月 21日

日本赤十字社血液事業本部 御中

薬事・食品衛生審議会血液事業部会事務局

厚 生 労働 省 医 薬 食 品 局 血 液 対 策 課

血液製剤に関する報告事項について

血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。
さて、標記につきましては、平成 22年 4月 23日 付け血安第 154号 にて

貴社から報告を頂いたところですが、平成 22年 8月 11日 (水)に平成 22
年度第 2回血液事業部会運営委員会が開催されますので、下記の事項について

資料を作成いただき、平成 22年 7月 26日 (月 )ま でに当事務局あて御提出

ぃただきますようお願いします。記の 12については、平成22年 5月 18日

開催平成22年度第 1回血液事業部会運営委員会提出資料を更新のうえ、再度
御提出ください。

なお、資料の作成に当たっては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ
れらの所在地又はこれらの事項が特定できる情報を記載しないよう、個人情報
及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。

記

平成 15年 9月 5日 付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの 感染が疑
われる事例について、残る 2人の供血者のその後の検査結果。来訪がなけれ

ば、その旨。

2 平成16年 3月 22日 付けで報告された輸血用血液製斉1で HBV(Ё 型肝
炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検
査結果。来訪がなければ、その旨。

3.平成 16年 11月 26日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型
肝炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る 7人の供血者のその後の

検査結果。来訪がなければ、その旨。

4 平成 17年 1月 12日 付けで報告された輸血用血液製剤で責BV(B型 肝
炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検



査結果。来訪がなければ、その旨。

5,平成 17年 2月 4日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る1人 の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

6.平成 17年 6月 23日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝

炎ウイノレス)感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

7.平成 18年 4月 7日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る9人 の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

8 平成 18年 6月 5日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

9.平成 19年 2月 20日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝

炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る1人 の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

10 平成 21年 11月 20日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B
型肝炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る3人 の供血者のその後

の検査結果。来訪がなければ、その旨。

11 平成 18年 2月 15日 報告、 3月 8日 付けで追加報告された輸血用血液

製斉1でHCV(C型 肝炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る3人

の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。

12.試行的HEV20プ ールNATに っいて、その後の調査実施状況。

血 安 第 257号
平成 22年 7月 26日

厚生労働省医薬食品局血液対策課長 様

日本赤十字社

血液事業本部長

血液製剤に関する報告事項について (回答)

平成 22年 7月 21日 付事務連絡によりご依頼のありました標記の件について

は、下記のとおり資料を作成しましたので報告いたします。

記

1,平成 15年 9月 5日 付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑

われる事例について、残る 2人 のその後の来訪なし。 (8名 中 6名 が来所、

検査は全て陰性)

2 平成 16年 3月 22日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る5人のその後の来訪なし。(37

名中32名 が来所、検査は全て陰性)

3.平成 16年 11月 26日 付けで報告された輸血用血液製斉」でHBV(B型 肝

炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る 7人のその後の来訪なし。

(48名 中41名 が来所、検査は全て陰性)

4 平成 17年 1月 12日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る4人のその後の来訪なし。(16

名中 12名 が来所、検査は全て陰性)

5.平成 17年 2月 4日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 月キ炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。(追

跡調査対象の4名 中3名 が来所、HBV DNAは 全て陰性。1名 はHBc抗体がEIA

法のみ陽性HI法陰性、その他の者は全て陰性)



6 平成 17年 6月 23日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝

炎ウイルス)感染が疑われる事例について、1人がその後献血に協力頂き、

検査は陰性。残る3人 の来訪なし。 (20名 中 17名 が来所、検査は全て陰

性 )

7 平成 18年 4月 7日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、1人 がその後献血に協力頂き、検

査は陰性。残る 8人のその後の来訪なし。(53名 中 45名 が来所、HBV―DNA

は全て陰性。2名 は HBc抗体及び HBs抗体陽性、1名 はHBs抗 体のみ陽性、

その他の者は全て陰性)

8 平成 18年 6月 5日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。(29

名中28名 が来所、HBV DNAは 全て陰性。2名 はHBc抗 体及び HBs抗 体陽性、

1名 は HBs抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性)

9 平成 19年 2月 20日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。(3

名中2名 が来所、検査は全て陰性)

0 平成 21年 11月 20日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝

炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る3人 のその後の来訪なし。

(23名 中20名 が来所、検査は全て陰性)

平成 18年 2月 15日 報告、3月 8日 付けで追加報告された輸血用血液製剤

でHCV(C型 肝炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る 3人の

その後の来訪なし。 (81名 中 78名 が来所、検査は全て陰性)

試行的HEV20プ ールNATについて、その後の調査実施状況につい

ては別紙のとおり。
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